
112

kumafuji

kumafuji

kumafuji

1
0
0
0

T

W

寸法荷重状条件等、ご相談に応じ設計、製作いたします。

Ａ
５
０

５
０

１
０
０

４
７

５
３

１０００、２０００ ５０

５０ １０００、２０００

基礎板

RC 床板

平板・植樹桝

R

R

平面図

側面図

平面図

平面図

平面図

諸元表

側面図

側面図

側面図

RC 床板

工
法
・
そ
の
他



113

kumafuji

工
法
・
そ
の
他

熊 本 市 型 図　示21（32） 600（900） 熊     本     市

国
土
交
通
省

熊
本
県

市
道

市
町
村

境
界
標

名

（ａ）

（ｂ）

（ｈ）

センター

コーナー

１２０

１
２
０

９
０
０

１２０

１
２
０

１
１
０
０

１２０

１
２
０

６
０
０
（
９
０
０
）

８
０
０

６
０
０

１００

１
０
０

国土交通省型 熊本県型 熊本市型

１００（６０）

１
０
０
（
６
０
）

各市町村対応 一般用

（ｈ）

（ｈ）

（ｈ）

（ｈ）

（ａ） （ａ） ）ａ（）ａ（

（ｂ） （ｂ） ）ｂ（）ｂ（

寸法表



114

kumafuji雑草防止機能付側溝

本体は鉄筋コンクリートU形（JIS5372）を

形状そのままで利用できます。（特殊配筋仕様）

断面図

従来の管渠型側溝に比べ「エプロン」を小さくすることで、車

道部の有効幅員が確保されます。また、車道部・歩道部の防草

対策及び水溜まりを解消し、歩行者・自転車等の快適な通行

が出来ます。

特 徴

排水性舗装孔

アスファルト

車道部
歩道部
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②

③

①④

①車道・路肩区分

②路面排水

③排水性舗装孔

④防草対策

規定幅の位置に外側線（白線）が明確に引けます。

縁石横の集水孔で効率的な路面排水できます。

浸透した雨水を舗装孔より側溝へ排水できます。

歩道部、車道部に防草形状を施しています。

取水孔

※取水孔の高さは、変更出来ます。御相談下さい。

蓋版側面図
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エレフット

　代表的な地盤の支持力を計測する試験方法には、平板載荷試験(原位置に剛な載荷板を設置して荷重を与え、この荷重の大き

さと載荷板の沈下との関係から地盤の支持力特性を調べる試験JGS1521地盤の平板載荷試験方法)があります。しかしなが

ら平板載荷試験に要する高額な費用や、長時間に及ぶ試験時間の問題などから、比較的小規模な土木工事や緊急を要する土木

工事においては全ての現場で平板載荷試験が行われているわけではありません。

　本試験機は、設計で考慮した支持力度について、現地施工時に簡易に計測することで、時間と費用を節約し、たとえ小規模な

現場であっても「安全」を手に入れることを手助けいたします。

・ 表層地盤の支持力を計測するための地盤支持力試験機です。

・ 反力として人の体重を利用できます。

・ 大きな反力を必要としません。

・ 電源装置を必要としません。

・ 狭小な場所でも地盤支持力の測定が可能です。

・ 計測時間が非常に短く、1名からでも計測が可能です。

・ 製品重量が軽く、持ち運びが容易です。

いままでこんなに大変だった作業が

ELE FOOTでは、こんなに手軽に簡単に！！

測定方法

と

注意事項

①試験地盤面と整形し、三脚を水平に固定。　　②反力を載せる。　　③データを計測する。

④データシートを記入する。　　⑤載荷圧力一沈下量曲線を作成する。

⑥計測結果を考察する。

● 載荷板の下に手や足などを挟まないようにご注意ください。

● 十分な反力を載せてご使用ください。 
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kumafujiマットレス工法

構造物の基礎部を補強材で包み込むこ

とで、拘束効果が向上し強い基盤をつ

くります。

　マットレス工法は、基礎地盤が軟弱な場合に、構造物基礎部を

補強材で包み込み、地盤を強化する工法です。

　基礎部の一体化効果とジオテキスタイルの引張力により、基礎

地盤の地耐力を向上させ、構造物の不同沈下を防止します。

アデムで路床を補強

L型擁壁をしっかり支える

不織布との併用で中詰め材の摘要じ範囲が拡大
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